
各教科の分析結果Ⅳ

国 語
１ 得点分布及び大問ごとの正答率

得点分布 得点分布〈表１〉 〈グラフ〉
Ｒ２ Ｈ３１割合

得点 ％ ％

１００ ０.０ ０.０

９０～９９ ０.５ １.７

８０～８９ ８.９ １３.２

７０～７９ ２１.６ ２５.４

６０～６９ ２３.０ ２７.５

５０～５９ ２１.７ １８.４

４０～４９ １６.５ ９.０

３０～３９ ６.３ ４.３

２０～２９ １.４ ０.５

１０～１９ ０.０ ０.０

１～ ９ ０.０ ０.０

０ ０.０ ０.０

＊合格者の中から、無作為に抽出した６３０人(14.3％)の結果である。

大問別の正答率の経年比較〈表２〉

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度大問 主 な 内 容 平成28年度

文学的な文章 ６８.８ ６７.２ ５７.３ ７２．６ ６７．８一

説明的な文章 ５７.４ ６５.３ ５８.９ ６７．３ ５９．０二

言語活動 ４９.２ ６９.２ ４８.６ ５６．１ ５９．３三

古典 ５８.９ ５２.０ ６２.３ ５９．４ ５４．４四

２ 分析結果の概要

合格者の国語の平均点 は、58.8点で、昨年度と比べ下降した（昨年度62.8点 。（※） ）
（※）平均点は全日制すべての合格者４，４１７人のものである。

60点台の人数が全体の ％で最も多い（昨年度も、60点台で ％ 。70点〈表１〉に関して、 23.0 27.5 ）
以上の人数は全体の31.0％で、昨年度に比べ減少した(昨年度40.3％)。40点未満の人数は全体の
7.8％で、昨年度に比べ増加した(昨年度4.8％)。

について、 問題の 高かった。一方、 の問題の正答率〈表２〉 三 一 二の 正答率が昨年度より 、 、四
は昨年度より低かった。

「 」について、正答率80％以上の問題数３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい・正答率

基礎的・基本的な言語事項や内容を問う問題の正は11問で昨年度に比べ減少した（昨年度13問 。）

答率が高かった。正答率40％未満の問題数は５問で 文章や昨年度に比べ増加した（昨年度４問 。）

資料から読み取った情報を思考・判断して表現する設問の正答率が低かった。具体的には、漢字の

読み書き( の )、 ( の )、訓読の仕方( の )といった言語事項、文章の一 問一 四 問二 四 問三文語のきまり

場面や登場人物の設定の仕方をとらえ展開に即して登場人物の言動や心情をとらえる（ の )、一 問三

た内容の理解（ 、抽象的な概念を表す語句に注意した読み（ 、社会生活の中か一 問五 二 問四の の） ）

ら課題を決め、多様な方法で材料を集めながら、自分の考えをまとめる（ ）といった、選三 問三の

択肢の中から解答する問題 登場人物の言動の意味を考えた内容の理の正答率が高かった。一方、

( の )、 ( の解 目的に応じて文章などを読み、知識を広げたり、自分の考えを深めたりする一 問四 二

論理の展開を工夫し、資料を適切に引用して、説得力のある文章を書く（ 、作者問六 三 問五)、 の ）

の思いなどの想像( )といった問題の正答率が低かった。四 問四１の
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３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい・正答率

学年 正 答 率（％）大問 小 問 ・ 出 題 内 容 ・ ね ら い
領域

93.7ⓐ
文脈に即して漢字を正しく読み書きすることがで問

87.0ⓑ
きる。一

80.5ⓒ 文

学 86.5問二
文脈の中における語句の意味を的確にとらえ、理
解することができる。

的
96.8一 問三

文章の展開に即して登場人物の言動や心情をとら
えることができる。な

文 19.0問四
登場人物の言動の意味を考え、内容の理解に役立
てることができる。

章
90.5問五

場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、内容の理
解に役立てることができる。

55.7問六
文章の構成や展開、表現の仕方について評価する
ことができる。

74.9ⓐ

文脈に即して漢字を正しく読み書きすることがで問
49.4ⓑ

きる。一
46.8ⓒ 説

明 67.6問二
文章の中心的な部分と付加的な部分を読み分け、
要旨をとらえることができる。

的
87.1二 問三

文章全体と部分の関係、例示の効果を考え、内容
の理解に役立てることができる。な

文 87.3問四
抽象的な概念を表す語句に注意して読むことがで
きる。

章
42.2問五

文章の論理の展開の仕方をとらえ、内容の理解に
役立てることができる。

39.4問六
目的に応じて文章などを読み、知識を広げたり、
自分の考えを深めたりすることができる。

69.8問一
四字熟語に関する知識を広げ、語感を磨き、語彙
を豊かにすることができる。

54.9問二 単語の類別について理解することができる。言

87.9三 問三 語 社会生活の中から課題を決め、多様な方法で材料を
、 。集めながら 自分の考えをまとめることができる

活
話合いが効果的に展開するように進行の仕方を

問四 動 76.9工夫し、課題の解決に向けて互いの考えを生か
し合うことができる。

34.5問五
論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するな

、 。どして 説得力のある文章を書くことができる

60.0問一
文の成分の照応、文の構造について考えることが
できる。

92.2問二
文語のきまりを知り、古典の世界に触れることが
できる。

82.4問三
訓読の仕方を知り、古典の世界に触れることがで
きる。

古
四 20.4問 １

古典に表れたものの見方や考え方に触れ、作者の
思いなどを想像することができる。

典
四 69.1２

71.4問五
歴史的背景などに注意して古典を読み、その世界
に親しむことができる。

17.5問六
漢字の行書の基礎的な書き方を理解することがで
きる。
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４ 特徴的な問題

＜ねらい＞

、 、この問題は 登場人物の言動の意味を考え

内容の理解に役立てる問題である。

＜分析＞

正答率は19.0％であった。課題としては、

登場人物の言動の意味を叙述に即して考えな

がら、心情の変化の過程をとらえ、さらに条

件に適する形で表現できていないことなどが

考えられる。

＜提案＞

、 、日常の指導では 登場人物の言動の意味を

話の展開や作品全体に表れたものの見方と関

連付けて考えさせたり、叙述を根拠にして読

み取った内容を、言葉と言葉の関係に注意し

ながら、自分の言葉で表現させたりする機会

を増やすなどの工夫も必要である。

＜ねらい＞

、 、この問題は 目的に応じて文章などを読み

知識を広げたり、自分の考えを深めたりする

問題である。

＜分析＞

正答率は39.4％であった。課題としては、

二つの文章を読み比べて趣旨を読みとり、得

た知識や情報をもとに、条件に即して考えを

まとめられていないこと、文章全体を論の展

開でとらえていないことなどが考えられる。

＜提案＞

日常の指導では、段落ごとの内容を把握す

るだけでなく、文章全体の論述の過程から書

き手のものの見方や考えの進め方を読み取

り、それを自分と対比させて新しい考え方を

知ったり、自分の考えを再構築したりする機

会を設けるなどの工夫も必要である。その上

で、新たな知識や考えが次の読書に結びつい

ていくことを実感させる工夫も必要である。
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＜ねらい＞

この問題は、論理の展開を工夫し、資料を

適切に引用するなどして、説得力のある文章

を書く問題である。

＜分析＞

正答率は34.5％であった。課題としては、

条件や話合いの内容に従い、複数の資料から

必要な情報を取り出して適切に引用できてい

ないこと、論理の展開や、文章を書く目的を

意識できていないことなどが考えられる。

＜提案＞

日常の指導では、話合いの目的や相手の発

言の意図を理解した言語活動ができている

か、論理の展開を工夫し、目的や状況に応じ

た資料を適切に引用して、説得力のある文章

が条件に沿って書けているかを、生徒相互、

指導者が評価しながら進めるなどの工夫も必

要である。

＜ねらい＞

この問題は、古典に表れたものの見方や考

え方に触れ、作者の思いなどを想像する力を

みる問題である。

＜分析＞

、 。正答率は が20.4％ が69.1％であった１ ２

課題としては、現代語訳を参考にしながら、

作者が伝えたかったことがとらえられていな

いことなどが考えられる。

＜提案＞

古典を読むための知識や技能の定着を図っ

、 、たり 現代語訳を理解したりするだけでなく

現代語訳や語注をとおして、古典作品から読

み取れる当時のものの見方や考え方をまとめ

たり、作者の思いなどを想像したりする活動

を取り入れるなどの工夫も必要である。
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